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・来る前はイヤイヤだった娘たちが、自ら進んで川を歩く姿にびっくりしました。暑かったので冷
たい川は楽しかったです。
・街中で自然体験ができて貴重な体験ができたと思う。
・自然に触れる機会が減っているのでどんどん子供を参加させたいです。
・暑さ対策、しっかりしていただいて助かりました。ありがとうございました。
・1ねんまえのときたのしかったからもういっかいきました!もっとこれにいきたいです!
・自分でつかまえた昆虫を標本に出来たことがすごく良かったと思います。

＜写真添付スペース（1〜2点）＞

写真１ 写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

・計4回の講座を企画し、うち1回は台風の接近により安全面に配慮して中止としましたが、計3回
でのべ121人の市民のみなさまに参加していただきました。
・今年は河川を覆う日よけを設置するなど、熱中症対策に注力しました。参加者の皆様にとっては
少しでも快適さが増したのではないかと思います。
・身近な水辺や原っぱにいろいろな生き物がいて、それぞれが一生懸命に生きている姿を見て、身
近な自然の大切さ、面白さに気付いていただけたと思います。
・また、採集した魚や昆虫に触れることで、生き物をより身近に感じて、自然と私たちとの繋がり
を感じていただけたと思います。

事業実績報告書

青空遊園　堀川上流（黒川）で川遊び!川を楽しむ!
矢田川の河原で昆虫採集!昆虫標本をつくろう!

川ナビ歩こう会 ＆ ㈱地域環境計画名古屋支社
〈講座全体の概要〉(300字程度)

○本講座は、親子などの市民を対象に、都市河川である堀川や矢田川といった名古屋市の自然を体
験し、たくさんの生き物がいる身近で豊かな自然、そして厳しい環境等を体感してもらい、自然と
環境を守る地球人の一人としての自覚を持つきっかけになることを目的として実施しました。
○堀川上流（黒川）では魚やカメや水生昆虫、矢田川河川敷ではバッタやトンボ、チョウなどを採
集し、生き物の特徴や生態、そして外来生物の問題などについて解説しました。
○川に学ぶ体験活動協議会（RAC）のインストラクターが川の楽しさや安全に川を楽しむ方法を指
導し、環境コンサルタントの(株)地域環境計画が川の生きものを解説。川の達人と環境のプロ
フェッショナルが安全に川の楽しさと楽しみ方を指導しています。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

2018年7月15日。堀川（黒川）でガサガサ体
験。とった魚やカメやカニ、水生昆虫などにつ
いて解説しました。

2018年8月5日。矢田川河川敷で昆虫採集。とっ
たバッタやトンボ、チョウなどの昆虫を標本にし
ました。

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

様式２
(2018年度)

1


